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１ キャリア教育の推進に向けて 

特別支援教育において、一人一人の自立や社会参加に向けて、個々の状態に応じた

きめ細かい指導・支援のもと、社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や

態度を育てることを通して、キャリア発達を促す教育が求められています。 

このたび、本書「技能検定のてびき」では、子どもたちのキャリア発達を促す上で

有効な学習の一つである「清掃部門」について取りまとめています。 

清掃の学習は、目的の場所を清掃し、きれいになっていくことを実感として捉えや

すく、達成感や充実感をもちやすいと考えます。そのため、働くことの喜びを味わう

とともに、働く意欲や態度、清掃の技術を高めようとする向上心につながっていくこ

とが期待されます。 

高等部においては、「職業」、「流通・サービス」、各教科等を合わせた指導で扱われ

ることが多いと思いますが、清掃時間や給食時の机拭き等、学校生活全体において学

ぶ機会が多くあります。 

このてびきの活用をとおして、技能検定を受ける生徒においては、検定の工程や内

容の理解を進め、清掃技術面の向上を目指すとともに準備や片づけを日常的にしよう

とすることや、場所に応じて清掃経路を考えることなど、生きた力の育成を目指して

ほしいと願います。 

さらには、検定を受ける生徒だけでなく、小学部や中学部も含め、道具の使い方や

清掃の仕方に慣れ、意欲的に清掃に取り組む子どもたちの育成のため、学校全体で活

用していただくことを期待しています。 
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２ 床及び机上清掃検定の概要 

（１）検定に向けて 

清掃の検定では、定められた制限時間の中で、部屋に見立てた幅木（はばき）枠の

中を指定された道具を使い、床をきれいにし、机を拭くという、一般的な室内掃除の

流れを行います。検定のポイントは次の３点です。 

 

 

 

 

清掃をする際には、壁や物品を傷つけず、ゴミの取り残しや拭き残しがないように

することが大切になります。検定場は幅木で仕切ってあるだけですが、幅木の上は壁

になっていることを想定し、体や物がぶつからないようにします。また、流れるよう

にスムーズに清掃をしていくことも大切で、結果的に時間が短縮され、作業の効率が

よくなり、室内で仕事している人の気を散らすことも少なくなるでしょう。ただきれ

いにするだけでなく、人や物に気を配りながら作業できることは、きっと就労にも役

立つ力となることでしょう。 

検定の流れは工程も多いため、生徒によっては順番を覚えることが難しい場合も考

えられます。その際は、手順表や、道具に印をつけるなど、生徒の実態に応じた支援

を取り入れてください。全て覚えて工程どおりに完璧にできることを目指すこともよ

いですが、実際に働くことを想定し、「どうすればできるのか」を考えて支援するこ

とも重要です。生徒が身につけている力が十二分に発揮できるように、指導、支援を

してください。 

 この検定をとおして、学習で身につけた清掃の技術を発揮することは大事です。そ

の上で、職業全般をとおして大切にされる挨拶や態度、物を適切に使うことや丁寧に

することなど、検定の姿から見えてくるとすばらしいです。 

 

 

（２）検定の種類 

 床清掃の検定は、マスター検定とチャレンジ検定の２種類があります。 

マスター検定は、１つの部屋を実際に掃除する流れで進んでいきます。机やイスが

ありますので、総合的な清掃技能が求められます。 

チャレンジ検定は、区画内の床をきれいにする検定です。ダスタークロスやモップ

を使った基礎的な技能が求められます。 

 

・道具を適切に使い、ゴミの取り残しや拭き残しがない。 

・室内の物に損傷がないように丁寧に扱い、元の状態に戻っている。 

・挨拶や作業中の態度は、基本的なことができている。 
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（３）身だしなみ 

検定時に推奨される服装です。実際の清掃業務の服装に準じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身だしなみや、靴の紐を結んでおくことなどは、日常的に指導を行います。普段か

ら鏡を見て確かめることや、作業の前に紐をしっかり結ぶことなど、自分で意識でき

るように指導しておくことが大切です。 

 

 

（４）挨拶 

検定中には３つの挨拶方法があります。 

①検定開始と終了時の挨拶 

片手を上げ、はっきりした声で、「始めます」、「終わります」と伝え、礼をしま

す。 

②最初の入室と最後の退室の挨拶 

最初に部屋に入室するときは、帽子を取り、はっきりした声で「失礼します。」

と伝え、礼をします。最後に部屋から退出するときも同様の所作で、「失礼しまし

た。」と言います。 

③作業中の入退室の挨拶 

作業の途中で入退室する場合は、声を出さずに入口で礼をします。仕事中の場

合、何度も声をかけると業務の邪魔になる場合があるからです。 

 

帽子をかぶりま

す。頭髪が落ち

ることを防ぎ、

見た人が受ける

印象もよくなり

ます。 

作業しやすい服

装にします。作業

服や体操服が推

奨されます。裾が

出たり、ズボンを

引きずったりし

ないように、身だ

しなみも整えま

す。 

動きやすく、滑り

にくい靴を履き

ます。スニーカー

が推奨されます。 
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いずれの場合も、きびきびした動作で、気をつけの姿勢から礼をします。 

挨拶の声や礼の仕方は日常的に指導を行います。他の学習とも関連づけて、適切な

挨拶ができるように指導しておくことが大切です。 

 

 

（５）使用する用具の名称 

 検定で使用する用具を紹介します。ここに示した呼び方は、本てびき内で使われる

呼び方です。同じ用具でも様々な呼び方があるので、生徒の実態に応じて指導してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)作業カート (2)作業表示板 (3)モップ柄 

(6)モップ房      

（湿式モップ） 

(4)乾式モップヘッド 

または 

ダスターヘッド 

(5)ダスタークロス 

用具を収納するカー

トです。 

作業時に部屋の前に

立てます。 

ヘッドやモップ房を

取り付けます。 

ダスタークロスを付

けて使います。 

床のゴミを集めるク

ロスです。 

床を水拭きする際に

使います。 
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              ＊「チャレンジ検定」と「マスター検定」で使用 

する資材は以下のとおりです。 

◎チャレンジ検定 

（１）～（８）の資材を使用します。 

 

◎マスター検定 

 （１）～（１０）の全ての資材を使用      

                   します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(7)小型ぼうき (8)文化ちり取り (9)タオル 

(10)ゴミ袋 

ゴミを集める小型の

ほうきです。 

集めたゴミが散りに

くいちり取りです。 

机の水拭き、乾拭き

に使います。 

ゴミ箱に合ったサイ

ズを使います。 

乾式タオル 

（白色） 

湿式タオル 

（青色） 
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（６）検定会場図 

 

 

 

 

             

 

 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※マスター検定の会場図です。チャレンジ検定では机、イス、ゴミ箱がありません。 

※会場の関係で、保管場所、スタートラインの距離は変わることがあります。 

検定用コートは幅木で仕切られていま

す。幅木の上には壁がある想定になって

いますので、幅木の上から身体や道具が

出ないようにしてください。 
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３ 検定内容の一部改訂について 

（１）作業工程の追加（採点には含まれません） 

  「作業前準備」のモップ柄の調整、ダスターヘッドへのクロスの取り付けは 

   従来どおり変更はありませんが、新たに「検定前準備」が追加になりました。 

 

① 「検定前準備」として受検者が資材保管ラック、保管テーブルから、作業に「必

要な資材」と「必要でない資材」を選別して、作業カートに準備する工程を追

加しました。 

  注：但し、「チャレンジ検定」では作業に必要な資材しか用意されていません。 

 

（２）作業方法の見直しについて 

  「チャレンジ検定」・「マスター検定」に共通の見直しと、「マスター検定」に 

  のみ適用される見直しは以下のとおりです。 

 

① 「チャレンジ検定」・「マスター検定」共通 

  ・検定開始後、作業カートを枠外に移動し、作業表示板を“出入口近く”の作業 

に支障のない位置へと変更します。(P6 参照) 

（従来の設置位置は作業カートの前方あたり） 

  注：採点には反映されませんが、“今後に向けての取り組み”としてご指導 

    下さい。 

 

  ・湿式モップによるコート内の幅木コーナー（四隅）の手添え方法は従来と 

   変更はありませんが、再確認して下さい（P24、44 参照）。 

 

② 「マスター検定」 

  ・机の脚部の手添え方法ですが（湿式モップのたたみ方）、コート内（四隅） 

   の手添え方法とは異なり、“モップ房を両側からたたんで持ち”脚部に触れな 

   いように拭き上げます。(P24 参照) 

   注：採点には反映されませんが、“今後に向けての取り組み”としてご指導 

    下さい。 

  

（３）「チャレンジ検定」・「マスター検定」の各級の点数配分見直しについて 

  近年の受検者の技術レベルの向上は、指導者の皆様の努力もあり目覚ましい限り 

  です。それに伴い発足当初に策定した「配分」では、より技量に見合った各級の 

  判断が困難と考え「点数配分」の変更を行いました。(P56 参照)。 
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４ 検定前準備（作業前準備） 

 検定を始める前にダスタークロスの取り付けと、モップ柄の長さ調節をします。 

取り付け方法と長さ調節は、次の方法で行います（採点には含まれない準備です）。 

 

（１） ダスターにクロスを準備 

ダスタークロスの真ん中にヘッドが来るように合わせ、しわに 

ならないように留めます。ゆるんでいたり、しわになったりす 

ると、ゴミを上手く集められなくなるので、注意します。 

 

 

 

（２） 柄の長さ調節 

柄の長さは、床に立てて自分の顎から額の高さが丁度よいで 

す。長すぎても、短すぎても扱いにくくなります。自分の体 

に合うように用具を調節する習慣をつけるようにしましょう。 

 

 

（３）準備後の待機について 

 受検者はダスターヘッドとモップ柄を指示されたイスの横の 

床上に置き、補佐員からの指示があるまでイスに座って静か 

に待ちます。 
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 ５「検定前準備」から検定までの流れ 

 

（１）チャレンジ検定 

① 補佐員からの合図「受検番号〇〇さんは作業カートに資材をセットしてください。」 

② 作業カートにダスターヘッドとモップ柄をセット。 

③ 資材保管ラック、保管テーブルにあらかじめ準備してある資材を作業カートにセ

ット。 

④ 補佐員は適切な場所にセットされているか確認（配置場所の間違いは指摘し、受

検者が修正） 

⑤ 審査員から声が掛かるまで、スタートラインに立って待機。 

⑥ 審査員から「受検票を持ってきて下さい」の合図で審査員に受検票を手渡したあ

と、スタートラインに立ち検定開始。 

 

 

（２）マスター検定 

① 補佐員からの合図「受検番号〇〇さんは作業カートに資材をセットしてください。」 

② 作業カートにダスターヘッドとモップ柄をセット。 

③ 資材保管ラック、保管テーブルにあらかじめ準備してある資材を作業カートにセ

ットしますが、資材保管ラック、保管テーブルには「作業に必要な資材」と「作

業に必要でない資材」が混在して置いてあり、その中から必要な用具を選び出し、

カート内にセット。 

④ 補佐員は作業に必要な用具がカート内の適切な場所に収められているか確認（配

置場所の間違いは指摘し、受検者が修正）。 

⑤ 審査員から声が掛かるまで、スタートラインに立って待機。 

⑥ 審査員から「受検票を持ってきて下さい」の合図で審査員に受検票を手渡したあ

と、スタートラインに立ち検定開始。 

 

※巻末に検定時の進行が分かるように（補佐員・審査員）の分担表を貼付してありま 

 すので参考にしてください。 

※「チャレンジ検定」「マスター検定」ともに作業前準備、検定前準備は採点には含

まれません。 
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６ 資材保管ラック、保管テーブルの資材配置 

 

◎「チャレンジ検定」「マスター検定」 

 資材保管ラック、保管テーブル、作業カートの位置関係 

         

 

◎「チャレンジ検定」資材保管ラック配置(必要資材のみ) 

 

       
 

 

◎「マスター検定」資材保管ラック配置 

   

《資材保管ラック》 

ラック内には作業に必要な資材

と必要でない資材が混在してい

ます。その中から必要な資材を選

び出し、カートに収納します。 

 

・作業に必要な用具 

① 文化ちり取り 

② 小型ぼうき 

③ 作業表示板 

文化ちり取り 

デッキブラシ 

小型ぼうき 

作業表示板 

ハンドモップ 

片手ちり取り 

文化ちり取り 

小型ぼうき 

湿式モップ（青） 

作業表示板 

小 型 ぼ う き

（長柄） 
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《資材テーブル》 

テーブル上には作業に必要な資

材と必要でない資材が混在して

います。その中から必要な用具を

選び出し、カートに収納します。 

 

・作業に必要な用具 

①湿式モップ（青） 

②ゴミ袋 

③乾式タオル（白） 

④湿式タオル（青） 

 

「チャレンジ検定」「マスター検定」ともに作業前

準備、検定前準備は採点には含まれません。 

《作業カート収納》 

左図はマスター検定の収納図で

すが、この中から 

①ゴミ袋 

②乾式タオル（白） 

③湿式タオル（青） 

を除いたものがチャレンジ検定

の収納図となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湿 式 モ ッ プ 

（青）      

湿 式 モ ッ プ 

（赤） 

湿式タオル 

 （青） 

湿式タオル 

（赤） 

乾式タオル 

 （白） 

ゴミ袋 
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７ ビルメンテナンス業での「色」の使い分けについて《参考資料》 

 

◎「床及び机上清掃」を例に説明します。 

・通常の日常清掃において、使用する資材の色分け（カラーリング）は、普段よく   

 目にする信号機と類似点があります。 

  

・国際基準では信号の色は「赤・黄・緑・青・白」の 5色と定められています。 

  

 赤 ・ 黄 ・ 青（緑） 交通信号に使用 

 白 ・ 青 航空信号等に使用 

 

●技能検定で使用される資材の色分け 

・作業カート 青 ・灰色（（白系）・緑 他 

・モップ柄 

・文化ちり取り 

・小型ぼうき 

・湿式モップ（青、緑、白、黄、赤） 

青・緑・灰色（白系）他 

＊基本の資材の選択としてモップ持ち

手、クリップ部分の色とモップ房の色を 

合わせることを推奨します。 

・湿式タオル 

・乾式タオル 

青  ＊使用場所、用途により色分けは 

白  異なりますが黄・赤は注意、危険 

   色と認識してください。 

・作業表示板 黄 （注意喚起色） 

◎各事業者により資材の色分け（カラーリング）は異なりますが、「安全色」「注意・

危険色」は統一されていますので、ここに病院を例にとり説明します（下記参照）。 

色分け 病院等に準ずる名称 使用場所 

 ・清潔エリア 手術室他 

 ・通常エリア 病室・一般外来他 

 ・一般エリア 事務室・会議室他 

 ・汚染拡散防止エリア トイレ・ゴミ置場他 

＊一般清掃作業において、細かく色分けはしませんが、赤・黄は注意、危険色と認識

し、使用する際には使用する場所への配慮が必要です。但し、中間色の色分けつい

てはこの限りではありません。 

 

＊上記のカラーリングをもとに「そのエリア以外」では使用しないように分けること

を「ゾーニング」といいます。 
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８ マスター検定（床及び机上清掃）の流れ 

 

（１）開始の挨拶と清掃の用意  

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 審査員に開

始の挨拶 

・片手を上げ、「始めま

す。」と言い、礼をする。 

 

 

・始まるまでに服装や道具の点検ができ

るようにする。 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をきびき

びと行う。 

・審査員に聞き取りやすい挨拶の早さや

声量を意識する。 

② 作業カート

を作業場所

入口付近に

移動 

・作業しやすいように、

作業カートを入口の近

くに移動させる。 

 

 

・カートが入口に近すぎたり、人が通り

にくくならないようにする。 

・作業カートを保管場所の枠から完全に

出す。 

③ 作業表示板

の設置 

・見やすいように作業表

示板を立てる。 

 

 

・通行する人にわかりやすいように、作

業表示板を設置する。 

・設置場所は出入り口に近い場所で、資

材の出し入れに支障のない場所にす

る。 
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（２）ゴミ処理とイス上げ 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 最初の入室

挨拶 

・入口のマット上で室内に

向かって立ち、帽子を取

り、はっきりした声で「失

礼します。」と伝え、礼を

する。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように挨

拶の早さや声量を意識する。 

② イス上げ ・机の四隅からはみ出さな

いようにイスを置く。 

 

・机は動かさず、イスを逆さまにし

て置く。 

・イスの脚がはみ出さないように横

向きにして置く。 

・後からゴミ箱も置くので、そのス

ペースを空けておく。 

・イスや机を傷つけないように、置

く際には細心の注意を払う。音がし

ないようにするとよい。 

・身体全体を使って持ち上げる（安

全姿勢）。 

③ ゴミ袋回収 ・ゴミ箱にセットされてい

るゴミ袋を取り出す。 

 

 

 

・ゴミ袋を取るときに、ゴミがこぼ

れたりゴミ箱が倒れたりしないよ

うに丁寧に扱う。 

・ゴミ袋交換の際は腰を落とし片膝

を床につけて交換する（安全姿勢） 
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④ 退出時の礼 ・ゴミ袋を持ち、入口の前

で室内に向かって立ち、黙

礼をする。 

 

・ゴミ袋が幅木の上を通らないよう

に気をつける。 

⑤ ゴミの処理 ・カートのダストバッグに

室内から持って出たゴミ

袋ごと入れる。 

 

・ゴミが落ちた場合は拾ってダスト

バッグに捨てる。 

⑥ 新しいゴミ

袋の用意 

・カートから新しいゴミ袋

を用意する。 

 

 

・ゴミ袋は１枚だけ取るようにする。 

⑦ 入室時の礼 ・新しいゴミ袋を持ち、入

口のマット上で室内に向

かって立ち、黙礼をする。 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 
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⑧ 新しいゴミ

袋のセット 

・ゴミ袋を処理したゴミ箱

に、新しいゴミ袋をセット

する。 

 

 

・ゴミ箱の内壁にゴミ袋が沿うよう

にセットする。 

・ゴミ袋交換の際は腰を落とし片膝

を床につけて交換する（安全姿勢） 

⑨ ゴミ箱上げ ・机の四隅からはみ出さな

いようにゴミ箱を置く。 

 

 

・ゴミ箱を置くスペースが狭いとき

は、イスを静かに動かし、ゴミ箱を

置く。 

・机を傷つけないように、ゴミ箱を

置く際には細心の注意を払う。音が

しないようにするとよい。 

 

⑩ 退室時の礼 ・入口前で室内に向かって

立ち、黙礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 
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（３）ダスタークロスを使った室内掃き 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 乾式モッ

プヘッド

と柄の用

意 

・ダスタークロスの付いた乾式

モップヘッドと柄を作業カ

ートから取り出す。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用

具の用意ができるようにする。 

 

② ダスター

クロス作

業用意 

・入口のマット上で乾式モップ

ヘッドと柄を接続する。 

 

 

 

・腰を落とし片膝を床につけて交換

する（安全姿勢）。 

・清掃中に外れることがないように、

確実に接続されているか確認する。 

③ 入室時の

礼 

・入口のマット上で室内に向か

って立ち、黙礼をする。 

 

 

 

・柄やクロスが幅木に当たったり、

幅木の上を通ったりしないように

気をつける。 
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④ 入口の除

塵 

・マット上から入口付近をダス

タークロスできれいにする。 

 

・入口の左端から扇形に拭き、自分

が歩くスペースを確保してから室

内に入る。 

 

⑤ 幅木ぎわ

四隅の除

塵 

・経路通りに端からゴミを取

る。（ダスタークロス標準経

路参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・親指で柄の先端を押さえ、反対の

手は順手で柄を握る。 

 

・四隅はヘッドを４５度にして、で

きるだけ隅までダスタークロスを

入れる。 

 

・幅木ぎわ等の直線部では胸の前で

構えて、まっすぐに押す。後ろには

下がらない。 
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  ・ゴミをふまないように足場を確保

しながら、標準経路どおりに作業す

る。 

・幅木や机の脚部に、ヘッドが当た

らないようにする。 

・柄が幅木からはみ出さないように

する。 

・ヘッドは床から離さない。 

・ヘッドの辺は広い方を先行させる。 

 

 

・中央部等の広い箇所は、ヘッドを

半回転させながら左右に振る。先行

させる向きが変わらないようにす

る。 

⑥ 机下の除

塵 

・経路通りに机の下のゴミを取

る。（ダスタークロス標準経

路参照） 

 

 

 

⑦ 中央部の

除塵 

・経路通りに中央部のゴミを取

る。（ダスタークロス標準経

路参照） 
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⑧ ダスター

クロスの

処理 

・入口前で終了し、乾式モップ

ヘッドからダスタークロス

を外す。 

・ダスタークロスを折りたたん

で持つ。 

 

 

・ダスタークロスを外すときにゴミ

が散らないように気をつける。 

・汚れた面を内側にしてたたむ。 

 

・乾式モップヘッドを床に置くとき

は、保護のためスポンジ面を上にむ

けて置く。 

 

⑨ 退室時の

礼 

・折りたたんだダスタークロ

ス、乾式モップヘッド、柄を

持ち、入口前で礼をする。 

 

 

 

・柄が幅木の上を通らないように気

をつける。 

⑩ ダスター

クロスの

片づけ 

・使用済みのダスタークロスを

作業カートのダストバッグ

に入れ、乾式モップヘッドと

・用具を取り出した場所に戻す習慣を

つける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になっ
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柄を作業カートに戻す。 

 

 

 

たりしないように適切に戻すよう

にする。 

・乾式モップヘッドは保護のためス

ポンジ面が上向きになるようにし

ておく。 

⑪ 小型ぼう

きと文化

ちり取り

の用意 

・作業カートから小型ぼうきと

文化ちり取りを用意する。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用

具の用意ができるようにする。 

⑫ 入室時の

礼 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入口のマット上で室内に向か

って立ち、黙礼をする。 

 

 

 

 

 

・ほうきやちり取りが幅木の上を通

らないように気をつける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ ゴミを取

る 

・小型ぼうきを使って文化ちり

取りにゴミを集める。 

・小型ぼうきは順手で持ち、指先を

立てて柄を支える。 

・文化ちりとりの中にほうきの半分

を入れる。 
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⑭ 点検 ・小型ぼうきと文化ちり取りを

持ち、ゴミの取り残しがない

か、室内を指さし点検する。 

 

・周囲に仕事をしている人がいるこ

とを想定して、声を出さずに目視と

指さしで点検する。 

・机の周りや四隅など、ダスターク

ロスでゴミが取りにくい箇所は特

に注意深く点検する。 

・ゴミの取り残しがあれば取る。 

⑮ 退室時の

礼 

・小型ぼうきと文化ちり取りを

持ち、入口前で黙礼をする。 

 

・ほうきやちり取りが幅木の上を通

らないように気をつける。 

⑯ 小型ぼう

きと文化

ちり取り

をカート

に戻す 

・小型ぼうきと文化ちり取りを

作業カートに戻す。 

 

・用具は取り出した場所に戻す習慣を

つける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になっ

たりしないように適切に戻すよう

にする。 
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（４）水拭き用モップを使った室内拭き 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① モップ房と

柄の用意 

・モップ房と柄を作業カ

ートから取り出す。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用具の

用意ができるようにする。 

② モップ作業

用意 

・入口のマット上でモッ

プ房と柄を取り付ける。 

 

 

 

・床を汚さないように、必ずマット上で

取り付ける。 

・清掃中に外れることがないように、確

実に接続されているか確認する。 

・片膝を床につけて交換する（安全姿勢） 

③ 入室時の礼 ・入口のマット上で室内

に向かって立ち、黙礼を

する。 

 

 

 

 

 

 

・柄やモップ房が幅木の上を通らないよ

うに気をつける。 

・床面やマット上にモップ房をつけたま

ま移動しない。 
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④ 幅木ぎわ・

四隅の水拭

き 

・経路通りに端から拭く。

（水拭き用モップ標準

経路参照） 

・隅を拭くときはモップ

房に手を添えて拭く。 

 

 

 

 

 

・親指で柄の先端を押さえ、反対の手は

順手で柄を握る。 

 

・幅木側の四隅を拭くときは、片膝をつ

いて安定した姿勢を取り、モップ房を

まとめるように手を添える。 

 

 

・動きやすく、次の動作に移りやすいこ

とを考え、手を添えて拭くのは幅木の

四隅から４０～５０ｃｍの距離がよ

い。 

・幅木や机の脚部に、モップ房が当たら

ないようにする。 

・柄が幅木からはみ出さないようにす

る。 

 

⑤ 机下の水拭

き 

・経路通りに机の下を拭

く。（水拭き用モップ標

準経路参照） 

・机の足元を拭くときは

幅木側の持ち方と違い

両側から折りたたむよ

うにして持ち脚部に触

れないように拭き上げ

る。 
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⑥ 中央部の水

拭き 

・経路通りに中央部を拭

く。（水拭き用モップ標

準経路参照） 

 

・拭いたところを踏まないために横拭き

とし、後退作業を基本とする。 

 

・後退作業で横拭きをするときは、モッ

プ房を扇状に動かさず、横一直線に拭

き上げる。 

・同じ面だけを使わないように、移動す

る方向を変えるまでに１～２回はモ

ップ房をひっくり返して拭く。 

・移動する方向を変えるときには、モッ

プ房をひっくり返す。 

・拭き跡に少しモップ房を重ねて拭き上

げるようにし、拭き残しがないように

する。重なりを均等にすると拭きむら

がなくなってよい。 

 

⑦ 退室時の礼 ・モップを持ち、入口前

で黙礼をする。 

 

 

 

 

 

 

・柄やモップ房が幅木の上を通らないよ

うに気をつける。 

・床面やマット上にモップ房をつけたま

ま移動しない。 
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⑧ モップ処理 ・入口のマット上でモッ

プ房と柄を取り外す。 

 

・床が汚れないように、必ずマット上で

モップ処理をする。 

⑨ モップ房と

柄の片づけ 

・モップ房と柄を作業用

カートに戻す。 

 

 

・用具は取り出した場所に戻す習慣をつ

ける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になったり

しないように適切に戻すようにする。 

・モップ房は折りたたんで、収納場所か

らはみ出ないようにする。 
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（５）イスとゴミ箱下ろし 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 入室時の礼 ・入口のマット上で室内

に向かって立ち、黙礼

をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をきびき

びと行う。 

② ゴミ箱とイ

ス下ろし 

・ゴミ箱とイスを下ろ

し、元の場所に戻す。 

 

 

・机や床に傷がつかないように丁寧に扱

う。音がしないようにすると接地が丁

寧になる。 

・下ろした後に、元の位置に戻っている

か、曲がっていないか等を確認する。 

③ 退室時の礼 ・入口前で黙礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をきびき

びと行う。 
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（６）タオルを使った机拭き 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① タオルの用

意 

・作業用カートから、青タ

オル（湿式）と白タオル

（乾式）を取り出す。 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用具

の用意ができるようにする。 

・タオルを２種類用意することを忘れ

ないようにする。 

② 入室時の礼 ・入口のマット上で室内に

向かって立ち、黙礼をす

る。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をきび

きびと行う。 

③ 机の水拭き ・机の縁に青タオル（湿式）

を当て、四隅に向かって

順に拭いていく。 

 

 

 

 

 

 

 

・机の縁を拭くときは、タオルを少し

縁に掛けて上から指もかけるように

し、タオルがずれないようにする。 

 

 

・拭く向きを変えるときには、タオル

の新しい面に折り変えるようにする。 

 

・平らな面を拭くときにはタオルから
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 ・タオルを折り返してきれ

いな面を出す。 

・机の中央を縦拭き（横拭

き）する。 

 

手が離れないように、タオルの中心に

手を置き、指は伸ばす。親指側と小指

側で軽く挟むようにするとよい。 

 

 

・拭いた面に少し重なるように拭いて

いき、拭き残しがないように気をつけ

る。 

・使わないタオルを持っている方の手

で机の角を押さえ、体を安定させると

同時に机が動かないようにする。 

 

・拭き始めの場所を一定にするように

し、スムーズに拭けるようにする。 

 ・タオルを折り返してきれ

いな面を出す。 

・机の中央を横拭き（縦拭

き）する。 

 

④ 机の乾拭き ・机の縁に白タオル（乾式）

を当て、四隅に向かって

順に拭いていく。 

 

 ・タオルを折り返してきれ

いな面を出す。 

・机の中央を縦拭き（横拭

き）する。 
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 ・タオルを折り返してきれ

いな面を出す。 

・机の中央を横拭き（縦拭

き）する。 

 

 

 

⑤ 退室時の礼 ・入口前で黙礼をする。 

 

 

・タオルは使用が終わっているので、

片手にまとめて持ってもよい。 

⑥ タオルを戻

す 

・作業カートに、青タオル

（湿式）と白タオル（乾

式）を戻す。 

 

 

・用具は取り出した場所に戻す習慣を

つける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になった

りしないように適切に戻すようにす

る。 
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（７）最終点検 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 入室時の礼 ・入口のマット上で室内に向

かって立ち、黙礼をする。 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

② 最終点検 ・ゴミが残っていないか指さ

しで確認する。 

・机やゴミ箱の位置は元通り

になっているか指さしで確

認する。 

・機材の忘れ物がないか確認

する。 

 

・ゴミが落ちていたら拾ってズボン

のポケットに入れる。 

・イスやゴミ箱がずれていたら正し

い位置に戻す。 

・機材の忘れ物があった場合は持ち

出し、作業用カートに戻す。 

・周りの状況に配慮し、指さし点検

は声を出さずに行う。 

③ 最後の退室

挨拶 

・入口前に立ち、帽子を取り、

「失礼しました。」と、はっ

きりした声で伝え、礼をす

る。 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように挨

拶の早さや声量を意識する。 
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（８）片付けと終了の挨拶 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 作 業 表 示

板を戻す 

・作業表示板を回収し、作業カー

トにしまう。 

 

 

・作業表示板は静かに持ち上げ、

落とさないように注意しなが

らカートに戻す。 

・最終点検でゴミを拾った場合

は、ダストボックスに入れてか

ら表示板を戻す。 

② 作 業 カ ー

ト を 収 納

場 所 に 移

動 

・作業カートを収納場所に戻す。 

 

 

・使用した道具は元の場所に戻す

習慣をつける。 

③ 審 査 員 に

終 了 の 挨

拶 

・片手を上げ、「終了しました。」

と言い、礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作を

きびきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように

挨拶の早さや声量を意識する。 
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（９）作業する際の標準経路 

①ダスタークロスの標準経路（マスター検定） 
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②水拭き用モップの標準経路（マスター検定） 

 

※斜線部分は手添えで清掃する箇所 
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③テーブル拭きの標準経路 

 

水拭き

③

①
②

 

 

乾拭き

①
②

③

 

 

①～③は必ず開始の場所ではない。 

四辺を拭き上げ後、２種類の技法（縦・横）で拭き上げる。縦・横のどちらが先

でも構わない 
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９ チャレンジ検定の流れ 

 

（１）開始の挨拶と清掃の用意  

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 審査員に開

始の挨拶 

・片手を上げ、「始めま

す。」と言い、礼をする。 

 

 

・始まるまでに服装や道具の点検ができ

るようにする。 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をきびき

びと行う。 

・審査員に聞き取りやすい挨拶の早さや

声量を意識する。 

② 作業カート

を作業場所

入口付近に

移動 

・作業しやすいように、

作業カートを入口の近

くに移動させる。 

 

 

・カートが入口に近すぎたり、人が通り

にくくならないようにする。 

③ 作業表示板

の設置 

・見やすいように作業表

示板を立てる。 

 

 

・通行する人にわかりやすいように、作

業表示板を設置する。 

・作業表示板は出入口に近い場所に設置

する。 
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（２）ダスタークロスを使った室内掃き 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 乾式モッ

プヘッド

と柄の用

意 

・ダスタークロスの付いた乾式

モップヘッドと柄を作業カ

ートから取り出す。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用

具の用意ができるようにする。 

② ダスター

クロス作

業用意 

・入口のマット上で乾式モップ

ヘッドと柄を接続する。 

 

 

・清掃中に外れることがないように、

確実に接続されているか確認する。 

③ 最初の入

室挨拶 

・入口のマット上で室内に向か

って立ち、帽子を取り、「失

礼します。」と、はっきりし

た声で伝え、礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように挨

拶の早さや声量を意識する。 

・柄やクロスが幅木に当たったり、

幅木の上を通ったりしないように

気をつける。 

 



38 

 

④ 入口の除

塵 

・マット上から入口付近をダス

タークロスできれいにする。 

 

・入口の左端から扇形に拭き、自分

が歩くスペースを確保してから室

内に入る。 

⑤ 幅木ぎわ

四隅の除

塵 

・経路通りに端からゴミを取

る。（ダスタークロス標準経

路参照） 

 

 

・親指で柄の先端を押さえ、反対の

手は順手で柄を握る。 

 

・四隅はヘッドを４５度にして、で

きるだけ隅までダスタークロスを

入れる。 

 

・幅木ぎわ等の直線部では胸の前で

構えて、まっすぐに押す。後ろには

下がらない。 

 

⑥ 中央部の

除塵 

・経路通りに中央部のゴミを取

る。（ダスタークロス標準経

路参照） 
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・標準経路どおりに、ゴミをふまな

いように足場を確保しながら作業

する。 

・幅木にヘッドが当たらないように

する。 

・柄が幅木からはみ出さないように

する。 

・ヘッドを床から離さない。 

・ヘッドの辺は広い方を先行させる。 

 

 

・中央部等の広い箇所は、ヘッドを

半回転させながら左右に振る。先行

させる向きが変わらないようにす

る。 

 

 

⑦ ダスター

クロスの

処理 

・入口前で終了し、乾式モップ

ヘッドからダスタークロス

を外す。 

・ダスタークロスを折りたたん

で持つ。 

 

 

・ダスタークロスを外すときにゴミ

が散らないように気をつける。 

・汚れた面を内側にしてたたむ。 

 

・乾式モップヘッドを床に置くとき

は、保護のためスポンジ面を上にむ

けて置く。 
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⑧ 退室時の

礼 

・折りたたんだダスタークロ

ス、乾式モップヘッド、柄を

持ち、入口前で黙礼をする。 

 

 

 

・柄が幅木の上を通らないように気

をつける。 

⑨ ダスター

クロスの

片づけ 

・使用済みのダスタークロスを

作業カートのダストバッグ

に入れ、乾式モップヘッドと

柄を作業カートに戻す。 

 

 

 

・用具を取り出した場所に戻す習慣を

つける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になっ

たりしないように適切に戻すよう

にする。 

・乾式モップヘッドは保護のためス

ポンジ面が上向きになるようにし

ておく。 

⑩ 小型ぼう

きと文化

ちり取り

の用意 

・作業カートから小型ぼうきと

文化ちり取りを用意する。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用

具の用意ができるようにする。 



41 

 

⑪ 入室時の

礼 

・入口のマット上で室内に向か

って立ち、黙礼をする。 

 

 

 

・ほうきやちり取りが幅木の上を通

らないように気をつける。 

⑫ ゴミを取

る 

・小型ぼうきを使って文化ちり

取りにゴミを集める。 

 

・ほうきは順手で持ち、指先を立て

て柄を支える。 

 

 

・文化ちりとりの中にほうきの半分

を入れる。 
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⑬ 点検 ・小型ぼうきと文化ちり取りを

持ち、ゴミの取り残しがない

か、室内を指さし点検する。 

 

・周囲に仕事をしている人がいるこ

とを想定して、声を出さずに目視と

指さしで点検する。 

・四隅など、ダスタークロスでゴミ

が取りにくい箇所は特に注意深く

点検する。 

・ゴミの取り残しがあれば取る。 

⑭ 退室時の

礼 

・小型ぼうきと文化ちり取りを

持ち、入口前で黙礼をする。 

 

・ほうきやちり取りが幅木の上を通

らないように気をつける。 

⑮ 小型ぼう

きと文化

ちり取り

をカート

に戻す 

・小型ぼうきと文化ちり取りを

作業カートに戻す。 

 

・用具は取り出した場所に戻す習慣を

つける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になっ

たりしないように適切に戻すよう

にする。 
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（３）水拭き用モップを使った室内拭き 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① モップ房と

柄の用意 

・モップ房と柄を作業カ

ートから取り出す。 

 

 

 

・次の工程がわかり、スムーズに用具の

用意ができるようにする。 

② モップ作業

用意 

・入口のマット上でモッ

プ房と柄を取り付け

る。 

 

 

 

・床を汚さないように、必ずマット上で

取り付ける。 

・清掃中に外れることがないように、確

実に接続されているか確認する。 

 

③ 入室時の礼 ・入口のマット上で室内

に向かって立ち、黙礼

をする。 

 

 

 

 

 

 

・柄やモップ房が幅木の上を通らないよ

うに気をつける。 

・床面やマット上にモップ房をつけたま

ま移動しない。 
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④ 幅木ぎわ・

四隅の水拭

き 

・経路通りに端から拭く。

（水拭き用モップ標準

経路参照） 

・隅を拭くときはモップ

房に手を添えて拭く。 

 

・親指で柄の先端を押さえ、反対の手は

順手で柄を握る。 

 

・四隅を拭くときは、片膝をついて安定

した姿勢を取り、モップ房をまとめる

ように手を添える。 

 

 

 

・動きやすく、次の動作に移りやすいこ

とを考え、手を添えて拭くのは幅木の

四隅から４０～５０ｃｍの距離がよ

い。 

・幅木に、モップ房が当たらないように

する。 

 

⑤ 中央部の水

拭き 

・経路通りに中央部を拭

く。（水拭き用モップ標

準経路参照） 
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・柄が幅木からはみ出さないようにす

る。 

・拭いたところを踏まないために横拭き

を基本とする。 

 

・後退作業で横拭きをするときは、モッ

プ房を扇状に動かさず、横一直線に拭

き上げる。 

・移動する方向を変えるまでに１～２回

はモップ房をひっくり返して拭く。 

・移動する方向を変えるときには、モッ

プ房をひっくり返す。 

・拭き跡に少しモップ房を重ねて拭き上

げるようにし、拭き残しがないように

する。重なりを均等にすると拭きむら

がなくなってよい。 

 

⑥ 退室時の礼 ・モップを持ち、入口前

で黙礼をする。 

 

 

・柄やモップ房が幅木の上を通らないよ

うに気をつける。 

・床面やマット上にモップ房が付いたま

ま移動しない。 
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⑦ モップ処理 ・入口のマット上でモッ

プ房と柄を取り外す。 

 

・床が汚れないように、必ずマット上で

モップ処理をする。 

⑧ モップ房と

柄の片づけ 

・モップ房と柄を作業カ

ートに戻す。 

 

 

・用具を取り出した場所に戻す習慣をつ

ける。 

・用具は落ちたり作業の邪魔になったり

しないように適切に戻すようにする。 

・モップ房は折りたたんで、収納場所か

らはみ出ないようにする。 
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（４）最終点検 

工 程 内 容 指 導 内 容 

④ 入室時の礼 ・入口のマット上で室内に向

かって立ち、黙礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

⑤ 最終点検 ・ゴミが残っていないか指さ

しで確認する。 

・機材の忘れ物がないか確認

する。 

 

 

・ゴミが落ちていたら拾ってズボン

のポケットに入れる。 

・機材の忘れ物があった場合は持ち

出し、作業カートに戻す。 

・周りの状況に配慮し、指さし点検

は声を出さずに行う。 

⑥ 最後の退室

挨拶 

・入口前に立ち、帽子を取り、

「失礼しました。」と、はっ

きりした声で伝え、礼をす

る。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作をき

びきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように挨

拶の早さや声量を意識する。 
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（５）片付けと終了の挨拶 

工 程 内 容 指 導 内 容 

① 作 業 表 示

板を戻す 

・作業表示板を回収し、作業カー

トにしまう。 

 

 

・作業表示板は静かに持ち上げ、

落とさないように注意しなが

らカートに戻す。 

・最終点検でゴミを拾った場合

は、ダストボックスに入れてか

ら表示板を戻す。 

② 作 業 カ ー

ト を 収 納

場 所 に 移

動 

・作業カートを収納場所に戻す。 

 

 

・使用した道具を元の場所に戻す

習慣をつける。 

③ 審 査 員 に

終 了 の 挨

拶 

・片手を上げ、「終了しました。」

と言い、礼をする。 

 

 

・まっすぐ立ち、礼までの動作を

きびきびと行う。 

・審査員に聞き取りやすいように

挨拶の早さや声量を意識する。 
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（６）作業する際の標準経路 

 

①ダスタークロスの標準経路（チャレンジ検定） 

終

了

位

置

スタートライン

マット

作業表示板

 

 

 

 

 

 

作業標示板 
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② 水拭き用モップの標準経路（チャレンジ検定） 

 

 

 

 

①

　拭き上げる技法がありますがどちらの手法で作業を進めても問題はありません。

チャレンジ検定

水拭きモップ作業手順

※「赤斜線」と「赤線」で示した部分は、手を添えて拭き上げる技法と立ち姿勢で

      養生マット

スタートライン

③

作業表示板

④

⑤

⑥

②
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１０ 評価と採点方法 

 

（１）評価項目と評価基準 

 マスター検定、チャレンジ検定の評価項目を示します。検定ではこの評価項目と評

価基準で採点していきます。 

 

 

マスター検定 技能面３４項目、総合的な習熟度や時間及び態度面４項目 

№ 評価項目 評価基準 

 服装・作業準備  各項目５～１点 

1  帽子、作業服（体操服）、シューズ

を着用している 

身だしなみが整っている 

2  作業用カートは作業のしやすい場

所に移動されている 

枠内から出されている 

3  作業表示板は適切な位置に立てら

れている 

表示板のセット位置と向きが正しい 

 椅子上げ・ゴミ処理とゴミ箱上げ  各項目５～１点 

4  椅子は安全に適正な位置に挙げら

れている 

机からはみ出していない 

5  ゴミ袋を処理し、新しいゴミ袋が正

しくセットされている 

ゴミ袋が正確にセットされている 

6  ゴミ箱が適切な位置に上げられて

いる 

机からはみ出していない 

 除塵作業  各項目５～１点 

7  乾式モップの着脱は適切かつスム

ーズである 

マット上で着脱している 

8  モップ柄を正しく持ち作業を行っ

ている 

上の手は柄の先端を親指で押さえ下の

手は順手で持つ 

9  ゴミを踏まず、スムーズにモップ操

作を行っている 

ヘッドが床から離れていない 

10  ゴミの除去方法、手順に無理、無駄

がない 

規定の順路で処理を行っている 
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11  幅木や机の脚部にヘッドが触れて

いない 

机、幅木の接触と幅木からの柄のはみ出

しがない 

12  ゴミの取り残しがない 

 

ゴミの取り残しがない 

13  適切な位置でダスタークロスを外

し、適切に処理している 

ダスタークロスは汚れ面を内側にたた

み、スポンジ面は上向きになっている 

14  ヘッド、モップ柄がカートの定位置

に収められている 

ヘッドのスポンジ面が上になっている 

15  小ほうき、チリ取りを適切に使用し

取り残しがない 

ほうきの使用法（順手で処理）が正しい 

16  除塵作業後の指差し確認が適切に

行われている 

声を出さず目視、指さしで確認している 

 水拭き作業  各項目５～１点 

17  モップ房の着脱は適切かつスムー

ズである 

マット上で着脱している 

18  モップ柄を正しく持ち作業を行っ

ている 

上の手は柄の先端を親指で押さえ下の

手は順手で持っている 

19  四隅、机の脚部は手添えで拭き上げ

ている 

モップ房に手を添えて拭き、拭いた場所

を踏んでいない 

20   拭き上げ方法、手順に無理、無駄が

ない 

規定の順路で拭き上げている 

21  幅木や机の脚部にモップ房が触れ

ていない 

机、幅木の接触と幅木からの柄のはみ出

しがない 

22  モップ房の両面を使用し、適切に拭

き上げている 

方向を変えるまでに１～２回程度モッ

プ房をひっくり返している 

23  拭き残し、拭きムラ無く拭き上げて

いる 

モップ房の拭き跡の重なりが均等であ

る 

24  無理のない姿勢で動作もスムーズ

に拭き上げている 

横一直線に拭き上げている 

25  モップ房、モップ柄がカートの定位

置に収められている 

モップ房は折りたたんだ状態で収めら

れている 

 椅子・ゴミ箱下ろし  各項目５～１点 

26  椅子とゴミ箱を所定の位置に戻し

ている 

 

作業前と同状態である 
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 机上拭き作業  各項目５～１点 

27  四辺の拭き上げ後、２種類の技法

（縦・横）で拭き上げている 

縦・横２種類の技法で拭き上げられてい

る 

28  拭き向きを変えるときには折り返

し、新しい面で拭き上げている 

拭き向きを変えるときには面を替えて

いる 

29  ２種類の技法とも拭き残し、拭きム

ラなく拭き上げている 

拭き残し、拭きむらがない 

 点検作業  各項目５～１点 

30  指差し確認によりゴミの有無、椅子

及びゴミ箱の最終調整 

声を出さず目視、指差しで確認している 

 後片付け  各項目５～１点 

31  作業表示板を作業カートに戻す 

 

カートは所定位置に戻されている 

32  作業カートを所定の場所に戻す 

 

枠内の定位置に戻されている 

 作業態度  各項目５～１点 

33  最初と最後の入退室時の挨拶は適

切である 

「失礼します」「失礼しました」が適切

に言える 

34  作業中の入退出時の挨拶は適切で

ある 

入退出の都度、黙礼ができている 

 総合評価   

35 作業中の机の移動等（接触、机上拭

き時） 

作業中に机にぶつかったり、動かしたり

していない 

36 机上のごみ箱の落下、椅子の閉じ、

落下 

作業中に柄や身体の接触等で落下して

いない 

37 作業全般の 動作・節度・リズム感 優秀・・１０点～８点 

良 ・・７点～５点 

普通・・４点～１点 

 作業時間評価 

38  作業時間 規定時間内（１０分）・・１０点 

１０分超～１１分・・７点 

１１分超～１２分・・４点 

１２分超～１５分・・１点 

１５分超～ ・・０点（タイムオーバー） 
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チャレンジ検定 技能面２４項目、総合的な習熟度や時間及び態度面４項目 

№ 評価項目 評価基準 

 服装・作業準備  各項目５～１点 

1  帽子、作業服（体操服）、シューズ

を着用している 

身だしなみが整っている 

2  作業用カートは作業のしやすい場

所に移動されている 

枠内から出されている 

3  作業表示板は適切な位置に立てら

れている 

表示板のセット位置と向きが正しい 

 除塵作業  各項目５～１点 

4  乾式モップの着脱は適切かつスム

ーズである 

マット上で着脱している 

5  モップ柄を正しく持ち作業を行っ

ている 

上の手は柄の先端を親指で押さえ下の

手は順手で持つ 

6  ゴミを踏まず、スムーズにモップ操

作を行っている 

ヘッドが床から離れていない 

7  ゴミの除去方法、手順に無理、無駄

がない 

規定の順路で処理を行っている 

8  幅木にヘッドが触れていない 

 

幅木の接触と幅木からの柄のはみ出し

がない 

9  ゴミの取り残しがない ゴミの取り残しがない 

10  適切な位置でダストクロスを外し、

適切に処理している 

ダスタークロスは汚れ面を内側にたた

み、スポンジ面は上向きになっている 

11  ヘッド、モップ柄がカートの定位置

に収められている 

ヘッドのスポンジ面が上になっている 

12  小ほうき、チリ取りを適切に使用し

取り残しがない 

ほうきの使用法（順手で処理）が正しい 

13  除塵作業後の指差し確認が適切に

行われている 

声を出さず目視、指さしで確認 

 水拭き作業  各項目５～１点 

14  モップ房の着脱は適切かつスムー

ズである 

マット上で着脱している 

15  モップ柄を正しく持ち作業を行っ

ている 

上の手は柄の先端を親指で押さえ下の

手は順手で持つ 
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16  四隅は手添えで拭き上げている モップ房に手を添えて拭き、拭いた場所

を踏んでいない 

17   拭き上げ方法、手順に無理、無駄が

ない 

規定の順路で拭き上げている 

18  幅木にモップ房が触れていない 幅木の接触と幅木からの柄のはみ出し

がない 

19  モップ房の両面を使用し、適切に拭

き上げている 

方向を変えるまでに１～２回程度モッ

プ房をひっくり返す 

20  拭き残し、拭きムラ無く拭き上げて

いる 

モップ房の拭き跡の重なりが均等であ

る 

21  モップ房、モップ柄がカートの定位

置に収められている 

モップ房は折りたたんだ状態で収めら

れている 

 点検作業  各項目５～１点 

22  指差し確認によりゴミの有無の最

終調整 

声を出さず目視、指差しで確認 

 後片付け  各項目５～１点 

23  作業表示板を作業カートに戻す 

 

カートは所定位置に戻されている 

24  作業カートを所定の場所に戻す 

 

枠内の定位置に戻されている 

 作業態度  各項目５～１点 

25  最初と最後の入退室時の挨拶は適

切である 

「失礼します」「失礼しました」が適切

に言える 

26  作業中の入退出時の挨拶は適切で

ある 

入退出の都度、黙礼ができている 

 総合評価 

27 作業全般の動作・節度・リズム感 優秀・・１０点～８点 

良・・７点～５点 

普通・・４点～１点 

 作業時間評価 

28  作業時間 規定時間内（１０分）・・１０点 

１０分超～１１分・・７点 

１１分超～１２分・・４点 

１２分超～１５分・・１点 

１５分超～ ・・０点（タイムオーバー） 
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（２）採点方法 

採点は、３名の審査員によって行われます。採点の概要は次のとおりです。 

① 各審査員が、各項目（検定評価表参照）を評価し採点していく。 

②１つの項目につき、３名の審査員の仮得点の平均を四捨五入した値を、級の

決定に使う評価得点とする。 

＜例＞項目２について、審査員Ａが４点、審査員Ｂが３点、審査員Ｃが４

点の場合、平均の値を四捨五入して評価得点４点とする。 

② 全項目の評価得点を合計した総得点で級を決定する。 

 

（３）マスター検定とチャレンジ検定の級 

 マスター検定とチャレンジ検定でそれぞれ級を決定します。総得点と級は次の表の

とおりです。 

 マスター検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 チャレンジ検定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 級 ２００ ～ １９１ 

２ 級 １９０ ～ １８１ 

３ 級 １８０ ～ １７１ 

４ 級 １７０ ～ １６１ 

５ 級 １６０ ～ １４６ 

６ 級 １４５ ～ １３１ 

７ 級 １３０ ～ １１１ 

８ 級 １１０ ～  ９１ 

９ 級  ９０ ～  ６１ 

１０ 級 ６０ ～   

１ 級 １５０ ～ １４１ 

２ 級 １４０ ～ １２６ 

３ 級 １２５ ～ １１１ 

４ 級 １１０ ～  ９６ 

５ 級  ９５ ～  ８１ 

６ 級  ８０ ～  ６１ 

７ 級  ６０ ～  ４１ 

８ 級  ４０ ～  ３１ 

９ 級  ３０ ～  ２１ 

１０ 級 ２０ ～   



57 

 

１１ 参 考 資 料 

（１） 

 

 

 

 

 

 



58 

 

 （２） 

 

 

 

 

 

 

 


